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１ 研究課題 
  愛されて育つ子ども 
 
２ 研究・研修の視点 

人と関わる力の基礎は、自分が保護者や周囲の人々に温かく見守られているという安心感か

ら生まれる、人に対する信頼感をもつこと、さらに、その信頼感に支えられて自分自身の生活

を確立していくことによって培われる。 
つまり、愛された経験を重ねた子どもは、自分が愛されたのと同じように人を愛せるように

なり、人を信頼できるようになる。親密な関係の大人との信頼関係を構築し、それを足場とし

て徐々に自分の世界を広げていけるようになっていく。それは自分の心の中にしっかりと大切

な他者とのつながりがあり、愛されている思いがあるからこそである。このような基盤が人間

関係を形成していく力の基礎となり、その後の人生における心の育ちや自己肯定感、社会性の

発達に大きく影響すると言われている。 
園生活においては、何よりも保育者等が子どもとの信頼関係を築くことが必要である。子ど

もがそれを基礎として、安心・安全・安定の中で様々なことを自分の力で行い、充実感や満足

感を味わうように援助して自立への過程を進めるようにすることが大切である。また、保育者

が保護者との連携や交流を通して、子どもへの愛情や成長を喜ぶ気持ちを共有し合うことによ

って、保護者は子育てへの意欲を高め、より一層自信をもつことができるようになる。このよ

うな保護者と保育者の愛情に包まれた環境の中で育てることは、子どもの育ちを支えることに

なると考える。 
  そこで、本研究においては母子間の愛着形成に引き続き保育者との愛着形成に焦点を当てて、

子どもの心の育ちはいかにあるべきかを保育者の関わりを通して深めていきたい。 
 
３ 主な研究・研修の内容と計画 

子どもを取り巻く環境が変容する中で、家庭との連携や支援のあり方、保育者の関わりの実

践から、愛着形成と心の育ちを研究する。 
 ・令和２年度・・・特定の安心できる存在から信頼感を得る乳児期と社会性を獲得していく幼 

児期の子どもの事例を通して、親子関係と保育者の関わりを考える手がか 
りとする。 

 ・令和３年度・・・年少少（２歳児・満 3 歳児）の保育から、クラス集団の保育の経過を通し 
て、保育者との愛着形成が子どもの心の育ちにどのような影響を及ぼすか 
保育実践を通して検証する。 

 
４ 研究の概要 
 (1)  研究・研修テーマのとらえ方 

・ 多くの園児や保育者と触れ合い、関わりが深まる中で、共感や思いやりなどをもつよう

になり、よいことや悪いことに気付き、考えながら行動したり、きまりの大切さに気付き、

守ろうとしたりするなど、生活のために必要な習慣や態度を身に付けていくことが人と関わ
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る力を育てていくことになる。そのための保育者の関わり方はどうあるべきか。 
・ 子育てに安や㈇ᢸ感を感じている保護者が、子どもの成長するጼに心を動かし、成長を

喜ぶ中で、子育てをᴦしいと感じることができるようなാきかけや環境࡙くりを研究する。 
 

(�)  研究の内容 
・ 子どもの自己肯定感を育てるための保育者の関わりについて考ᐹする。 
・ 保護者に子どものጼをしっかりとཷけṆめてもらい、子どもの成長に気付き、喜ࡧがもて

るようになるための保護者への関わりや支援について実践する。  
 

(�)  実践例 
事例ձ 

・ 達間のࢺラࣝࣈが多く、何事にも１␒にこࡔわるጼが見られる。 

・ 保護者に様々なᥦをし、子どもの行動を温かくཷけṆめてしい気持ちをఏえていく中

で、保護者に気持ちの変が見られたことにより、子ども自身も周囲との関係を築けるよう

になった。 

 

期 幼児のጼ 保育者の関わり 保護者のጼ 変（心の育ち） 

年少 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ▼をᢞげる、ჶࡴ

など自分の気持ち

をࣟࢺࣥࢥーࣝで

きࡎに、達に手を

してしまうことࡔ

がある。また、手

な思い㎸ࡳでసり

ヰをしてしまう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ య力がついてき

て、より力がᙉくな

り行動が⃭しくな

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 保護者に⌧≧をし

っかりఏえ、子ども

の行動の要ᅉを共

に考え、一⥴に見守

っていきましࡻう

とఏえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 共ാきでᛁしく、

子どもとの関わり

があまりもててい

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 手がฟてしまっ

た、母親がきつく

ྏって言い⪺かせ

ている。 

・ 保育者のヰを⌮

ゎしてくれてはい

るが、なかなか実践

できない様子がう

かがえた。 

 

 

 

 

 

 

Ӑ幼児の変ӑ 

・ 活動等に取り⤌

ጼを〔められるࡴ

ことで自信に⧅が

り、気持ちがⴠち

着くこともある。

 

・ 信頼関係が築け

てくると、人との

スࣉࢵࢩࣥ࢟をᴦ

しࡴようになる。

 

Ӑ保護者の変ӑ 

・ 保育者に信頼を

ᐤせるようになっ

てきた。 

 

・ 子どものጼを少

しࡎつཷけධれら

れるようになりྥ

き合おうとする。

 

・ 保護者も人間関

係を築きにくい㠃

があり、子どもと

の関係も構築し࡙

らいのではないか

と思われた。 

思いをཷけṆ

め、気持ちを௦

ᘚしながらヰを

⪺く。 

大人の気

をࡦこうと

しているの

 ろうか㸽ࡔ

つい手がฟてしまうの

をࡳ③ろうか㸽達のࡔ

どうఏえたらわかっても

らえるのࡔろうか㸽 

⫋ဨ会㆟で子どもの

様子や親子のጼを┦ㄯ

し、子どもとの関わり方

や保護者へのఏえ方の

 。スをもらったࣂࢻ
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保護者とじ

っくりとヰし

合った。 

期 幼児のጼ 保育者の関わり 保護者のጼ 変（心の育ち） 

年中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 自⏤㐟ࡧの㝿、ࣈ

クの取り合いࢵࣟ

や㐟ලの㡰␒がᚅ

て1、ࡎ ␒にこࡔわ

るጼが見られ✺発

ⓗに手がฟてしま

いࢺラࣝࣈにつな

がる。┦手とヰし合

おうとするがࠕやっ

ていない とࠖ言うこ

とが続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 保護者にありのま

まの子どものጼを

ㄆめてもらい、子ど

もへの思いを言ⴥ

や態度で⾲⌧する

ことや子どもと触

れ合う間の大切

さをఏえる。 

 

 

・ 母親がᝎࡳ等をヰ

せる㞺囲気をつく

る。 

 

 

 

 

・ 園での様子をఏ

えた㝿、家庭では

ጒに手がฟる、感情

の㉳అが⃭しくᅔ

っているとのヰが

あった。母親の心に

వ⿱がない様子も

うかがえた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 親子でఇ᪥にฟ

かけたことや、᪥ᖖ

会ヰの様子などを

ᩍえてくれること

がቑえてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ӑ幼児の変ӑ 

・ 達とのࢺラࣈ

ࣝは続くが、その

㒔度一⥴に考えゎ

Ỵしていくこと

で、子どもも少し

つⴠち着いてヰࡎ

し合いができるよ

うになる。 

 

 

 

 

Ӑ保護者の変ӑ 

・ 家庭のᝎࡳをᡴ

ち᫂けることで、

心が㍍くなったの

か௨๓よりヰしや

すくなる。 

 

 

 

Ӑ幼児の変ӑ 

・ 少しࡎつⴠち着

いてヰし合いがで

きるようになる。

はあってࣝࣈラࢺ

も、自分の思いࡔ

けではなく、┦手

の気持ちにも気付

けるようになっ

た。 

 

 

 

 

 

子ども同ኈの関

わりの様子を見守

り、必要にᛂじてኌ

をかける。子どもの

気持ちをཷけṆめ

ながら、┦手の気持

ちも考えられるよ

うなാきかけをす

る。 

保護者の心の

安定さが子ど

もの心にも影響

していそう͐ 

 

・ ⤖ᯝにこࡔわる保護

者のጼがணされる。取

り⤌ࡳの過程が大切ࡔ

ということに気付いて

 。しい
・ １␒じࡷなくてもい

いࡔࢇとఏえ、子どもの

気持ちをᴦにしてあげ

たい。 

スࣉࢵࢩࣥ࢟の取

り方や⡆༢な触れ合

い㐟ࡧ例を保護者に

ᥦする。 

保護者自身が自分の気持ちを

⣲┤に┦ㄯできるような信頼を

ᐤせる人がいるのかな࠵㸽 ➨

୕者に┦ㄯするのもࡦとつの方

ἲなࡔࢇけどな࠵㸽 
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期 幼児のጼ 保育者の関わり 保護者のጼ 変（心の育ち） 

年長 

 

 

 

 

 

 

・ 㸿ちࢇࡷが㹀ちࡷ

にⲴ≀を持たせࢇ

ているጼを見て、

達に自分のⲴࠕ

≀を持たせるな とࠖ

⭎をᙉくᥗࢨ、ࡳ

ができてしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 生き≀や᳜≀への

⯆味・関心がᙉく、

ᅗ㚷でㄪべたり、✚

ᴟⓗに世ヰしたり

するጼが見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

・ ṇ⩏感からきたこ

と、したこと全てを

ྰ定ⓗにྏらない

ようఏえた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 保育者はᝎࡳなが

らも本気で子ども

にྥき合うጼを共

に喜ࡔࢇ。 

 

 

 

・ ┦手をയつけた

ことにึめは少し

クをཷけたࢵࣙࢩ

⾲情であったが、保

育者のヰをཷけධ

れてくれた。 

 

 

 

・ 子どもとྥき合

い気持ちを༑分に

ཷけṆめながら、対

ᛂすることの大切

さ⌮ゎしてくれた

のではないか。 

 

 

 

 

 

 

・ 親子の関係が深

まるきっかけとな

り、家庭でのやりと

りを✜やかな⾲情

でヰしてくれるよ

うになった。 

Ӑ幼児の変ӑ 

・ 保育者や母親が

子どもの気持ちを

⌮ゎしてくれたこ

とで、同じことを

くり㏉さないよう

になった。 

 

 
子どもが成長し

て、自分の思いを保

護者にఏえられるよ

うになったからこ

そ、子どもの気持ち

を共有するᴦしさが

味わえるようになっ

たのではないか㸽 
 

 

 

Ӑ保護者の変ӑ 

・ 親子の間を大

切にするようにな

った。 

 

・ ᑵᏛを意㆑し、

さらに┿にྥき

合う様子が見られ

る。 

 

Ӑ幼児の変ӑ 

・ 保護者の変が

見られたことによ

り、周囲へもඃし

さを見せるように

なる。 

 

・ 周りの環境に対

して達と一⥴に

喜ࡔࢇり、⣲┤に

ᛂじたりすること

ができるようにな

ってきた。 

 

㹀ちࢇࡷへの

思いやりの気持

ちやṇ⩏感を༑

分ཷけṆめ、よい

ことと悪いこと

に気付けるよう

にാきかけた。 

生き≀について

発見したことをク

ラスで発⾲する場

をタけ、喜ࡧや自信

がもてるよう援助

した。 

達をയつ

けてしまった

が、㹀ちࢇࡷを

助けようとし

た行Ⅽに成長

を感じた。 

周りの達にㄆめ

てもらうことで、集

団の中の自分を意㆑

し、周りの達のこ

ともㄆめてあげられ

る気持ちをもって

しい͐ 

保護者の子

育てに対する

自信につなが

ってしい。 
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࠙考ᐹࠚ 
・ 子どもの行動が愛情足によるものか、子ども自身の特性によるものなのかを見守ってき

た。あらࡺる手立てを行う中で、様々なことに自信をもって行動し、少しࡎつ他者の気持ち

に気付きྥき合うጼが見られるようになってきた。 
・ 子どもへのᐤりῧい方が分からない保護者に対して、保育者がᐤりῧいながら関わり支援

することで⌮ゎしてもらえるように実践した。親子が心やかにྥき合っていけるように子

ども支  援、保護者支援が必要ࡔと考える。 
・ 園全యで共通⌮ゎしながら子どもと関わり、保護者にありのままの子どもの様子をఏえ

た。行動のにある思いもఏえ、一⥴に見守っていけるようᐤりῧうことで、保護者が子ど

もをཷけධれるきっかけにつながった。 
・ ධᏛ後、親子で保育者に会いに᮶てくれたその⾲情に親子の関係がより深まっていると感

じた。᰿気ᙉくྥき合ったことがఏわったのではないかと考えられる。 
 

事例ղ 

・ ẖ᪥、長間幼⛶園に㡸けられていることで心が安定せࡎ、Ἵいたりわめいたりするጼを

保育者が子どもの気持ちになってཷけṆめ、母親ⓗな愛情をὀࡄことによって、子どもに変

が見られるようになった。 
・ 子どもの育ちに、あまり関心が見られない保護者のጼがある。そこで、保育者は、保護者

に子どもとྥき合う間の大切さを᰿気ᙉくఏえた。子どもには、愛情㇏かにᛂ⟅ⓗに関わっ

た。 

 

期 幼児のጼ 保育者の関わり 保護者のጼ 変（心の育ち）

㸮歳児 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１歳児 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ Ṍ行㛤ጞ、㞳乳

㣗の進度ともに

っくりであっࡺ

た。 

 

 

 

 

 

 

・ おもちࡷの取

り合いや、ல⣽な

ことで保育者を

⊂༨したいとい

う思いで⒯Ⓝを

㉳こしἽき続け

る。 

 

 

 

 

 

 

・ 家庭でも身のᅇり

のことを一⥴にす

るなど、子どもとの

間を大切にして

もらうよう、お㢪い

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 家庭での子ども

との関わりがあま

りない。また、深

้にཷけṆめてい

ない、ᅔっている

こともないとの

ᛂである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ӑ幼児の変ӑ 

・ 周りに่⃭を

ཷけてか、少し

つ意欲ⓗに活ࡎ

動するようにな

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 本児の思いを௦

ᘚし、気持ちを共

有することでⴠち

着くようにする。

よ、㏆ࡔ大ኵࠕ ・

くにいるよࠖなど

の言ⴥかけで安心

するようにした。

なかなか保育者に

心を㛤こうとしない

ጼが見てとれた。 
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期 幼児のጼ 保育者の関わり 保護者のጼ 変（心の育ち）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２歳児 

  

・ ㏄えの㝿、㥏々

をこねてἽきྉ

母親をᅔらせ、ࡧ

るጼがあった。 

 

 

 

・ ೫㣗気味で、ẖ

ᅇ㣗事の度にἽ

くということが

続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 言ⴥの獲得と

ともに、自分の気

持ちをఏえよう

とするようにな

る。 

 

・ 進⣭を喜ࡧ、自

信をもって活動

するようになる。 

 

・ 子どもに自信をも

ってྏったり、Ẏ↛

とした態度をとっ

たりすることも必

要、母親ࡔから大

ኵなのࡔとບまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 家庭での㣗事の様

子を⪺きながら、

いに成長の喜ࡧを

共有する。 

 

・ 園での成長の様子

を保護者にヰすこ

とで、子どもをかわ

いいと感じ、家庭で

もいろいろな㐟ࡧ

を一⥴にᴦしめる

よう、ാきかける。

 

 

・ 子どもの様子に

ᅔᝨし、対ᛂにᅔ

る母親のጼがあ

る。 

 

 

 

・ ೫㣗のことは気

になっているよう

なので、家庭での

㣗事の様子も▱ら

せてくれる。 

・ ちࡻっとした変

を喜ぶようにな

る。 

Ӑ保護者の変ӑ 

・ 子どもの育ち

やちࡻっとした

変を喜ぶよう

になる。 

家庭でのᅔり

をヰࡳとやᝎࡈ

してくれるよう

にもなった。 

 

・ 子どもとの

間を大切に考え

てくれるように

なった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ӑ幼児の変ӑ 

・ けࢇかや⒯Ⓝ

を㉳こしそうに

なることもある

が、自分の気持

ちにᢡり合いを

つけることもで

きるようになっ

た。 

 

 
࠙考ᐹࠚ 

・ 思い通りにならないと⒯Ⓝを㉳こし、長間Ἵき続ける、何を言ってもཷけ付けないጼは、

園に㡸けられている間が長く、家庭でࡺったりと過ࡈす間が少ないことにより、情⥴が

安定しないことも要ᅉのࡦとつと考えられるのではないか。長間幼⛶園に㡸ける⌮⏤とし

て、保護者が子どもとの関わり方がわからないこともᣲげられる。 

・ ప年㱋の㡭から、家庭でなかなかできないことを保育者が共に行い、活動のᴦしさを共有

し、子どもに変が見られたことで、母親が子どもをよりྍ愛いと思えるようになり、関わ

るᴦしさを感じられるようになったのではないかと考える。 

 

 

Ἵいてもいいࠕ

よ 㣗べたくࠕࠖ、

ないなら㣗べな

くても大ኵࡔ

よ とࠖ安心させ、

少しでも㣗べる

こ と が で きた

ら、共に喜ࡔࢇ。

ヰ 題 に し

やすい㣗事

のことで、い

ろいろなこ

とをヰせる

きっかけに

もなったの

で は な い

か㸽 
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４ まとめ 

 乳幼児期の心の発達には、愛着の形成が大๓ᥦとしてある。 
特定の人との安心できる関わりを通じて、自分のしたいことをఏえ、人のヰを⪺く意欲が生

まれ、これらがࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣥࣙࢩ⬟力のᅵྎ・基礎となるのが乳児期である。つまり、この

期に愛着関係を形成していくことが心の育ちのᅵྎとなるのではないか。 
  保育者にできることは、多様な子ども、多様な家庭がቑえている中で、一人一人にྥき合い

ながら、その子のまた保護者の一␒の味方・⌮ゎ者になることࡔろう。ࠕいつでも見守っている

よࠖという安心感をえてこそ、信頼関係を築ける。その基盤があって、他者との信頼関係を

築き、子どもの社会性の獲得につながる。子どもの気持ちをཷけṆめ、ࠕ⾲㠃ୖの言ⴥࡔけでな

く子どもが身య全యで⾲⌧する本当の思いや㢪いに気付くࠖことの必要性を感じる。 
  ᅇの研究を通して、乳幼児期の育ちの大切さをᨵめてᏛࡔࢇ。子どもたちには、自分は周

囲から愛されている、また自分のことを↓᮲௳にዲきと思ってしい。保護者には、子育ての

ᴦしさも大変さも周囲と分かち合いながら、子どもの成長を見守ってしい。 
そのために、⚾たち保育者は、子どもや保護者にᑀにᐤりῧい、共に育てていくጼໃをも

ち、㣴育ⓗなᙺをᢸう支援・援助を社会ⓗなᙺとしてᯝたしていきたい。 
 

㸳 後の課題 
・ 子どもの育ちや家庭、ᆅᇦ社会が変容していく中で、子どもへの関わり、保護者との連携

の在り方が」㞧、多様している。保育者においては、自らのᑓ㛛性を発し、また園全

యでᑓ㛛性や経験を⿵い、一となってᩍ育・保育活動を進めていくことがồめられる。ま

た、保護者や子どもの言ⴥをഴ⫈するなど、子どもの特性や変に気付き┦ㄯ援助の視点に

立った支援の在り方を考え、幼⛶園と保護者でゎỴできない場合はᑓ㛛家に意見を⪺くなど

のことも必要ではないか。 
・ 子どもたちが保育者との信頼関係に支えられて自信をもって活動し、主య性や人と関わる

力を培うための園生活のあり方をさらに㏣ồしていきたい。 
・ 保護者の子育て支援というㄆ定こども園の㈐ົをᯝたす中で、どうしても長間㡸けられ

る子どもの存在がある。子どもとࡺったりとした間がなかなかとれない保護者に、愛着形

成の大切さをఏえていくことのᅔ㞴さと▩┪をどうゎỴしていけࡤよいか。 
・ ᪂ᆺࣝ࢘ࢼࣟࢥスが流行し、ステ࣍ー࣒で親子の間がቑえた。愛着形成が深まる家

庭もあれࡤ、子どもとの関わり方が分からࡎスࣞࢺスを感じてしまう親もいる。後、この

ようなၥ題に対して、保育者がどう子育て支援をしていくべきࡔろうか。 

 


